
会 議 録 

会議の名称 令和 6年度第 1回飯塚市図書館運営協議会  

開催日時 令和 6年 7月 25 日(木) 15 時 00 分～16 時 30 分 

開催場所 イイヅカコミュニティセンター2階 展示ホール 

出席委員 
後藤委員、松隈委員、垂見委員、和多委員、小池委員、松尾委員、 

木村委員 原委員 高田委員 以上 9名 

欠席委員 なし 

事務局職員 
山田教育部長、中村生涯学習課長、石川生涯学習課長補佐、吉原中央

公民館・図書館係長、黒川中央公民館・図書館係（欠席）  

指定管理者 中堀館長、瓜生統括チーフ 

発言者 発言内容 
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1 開会のことば 

 会議成立報告・資料確認 

 

2 任命書交付・委員自己紹介  

 

3 教育委員会あいさつ 

教育委員会を代表いたしまして、ごあいさつ申し上げます。 

本日は大変お忙しい中、また、大変暑い中、第 1 回飯塚市図書館運

営協議会にご出席いただき、誠にありがとうございます。今回は、委

員の皆様の改選がございまして、新たに 5 名の委員の皆様が加わり、

これまでもご尽力いただいております 4 名の委員の皆様とともに、今

後 2 年間、図書館運営協議会にたずさわっていただけることを心より

感謝申し上げます。ありがとうございます。 

さて、本日は令和 6年度の第１回目の会議となります。 

新任の方もいらっしゃいますので、改めてにはなりますが、図書館

運営協議会の役割について説明させていただきます。 

図書館運営協議会は、図書館に対する市民の要望や意見を、図書館

運営に反映させる役割を担っております。 

また、図書館法にもございますが、図書館の運営に関して、図書館

長の求めに応じて意見を述べることが主な職務でございます。 

図書館は、おなかにいる赤ちゃんから高齢者まで、市民の皆様すべ

ての自己啓発に資するとともに、学習活動を支え、情報の入手、芸術

や文学の鑑賞、更には地域文化の創造、地域の課題解決や、地域の振

興力にも資する場でありながら公費によって維持される公の施設でも

あり、だれもが無料でこれを利用することができる、便利な施設でご

ざいます。 

現在では、市民一人ひとりの自己判断による決定・選択とそのこと
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に対する自己責任が求められる傾向が強くなってきております。 

個人が意思決定をするうえで、市民が気軽に必要としている情報を

入手できるような役割を担う点で、図書館の役割も今後、さらに拡充

していくことが重要だと考えております。 

また、このような状況の中でも、図書館運営やイベント等にもアイ

ディア、工夫などが重要だと考えておりますので、今後とも、委員の

皆様には、社会教育、学校教育も含めまして、さまざまな観点から、

図書館運営全般に対する率直なご意見を頂き、より良い図書館づくり

を進めていきたいと思っておりますので、どうぞよろしくお願い申し

上げます。 

結びに、皆様方のご健勝とご盛栄を祈念いたしまして、ご挨拶とさ

せていただきます。 

（1）事務局職員自己紹介 

（2）「飯塚市図書館運営協議会」の設置及び開催根拠を図書館法及び

飯塚市立図書館条例（抜粋）にて説明 

 

4 議事(報告・協議事項) 

（1）会長及び副会長の互選 

  会長・副会長への立候補がなかったため、事務局より会長に後藤

委員、副会長に木村委員の選任を提案。異議なし。 

  後藤委員、木村委員より挨拶をいただく。   

 

～以下、進行は後藤会長～ 

 

（2）令和 5年度、令和 6年度飯塚市立図書館利用状況・業務報告 

資料に基づき、令和 5年度、令和 6年度 5月までの 5館の貸出人数・

冊数を中心とした利用状況報告。各種講座・おはなし会・図書館まつ

り・訪問事業・団体貸出・蔵書点検・図書館見学・地域との連携事業

等の要旨説明。 

 

(3) 令和 6年度 図書館事業計画について 

令和 6年度の図書館事業計画（事業名・主な内容・開催時期・期間・

回数等）について一部抜粋して説明。また、生涯学習課より「読書活

動アンケートの実施」「読書好きを育む環境づくり応援事業」について

説明。 

【説明要旨】 

 「読書活動アンケートの実施」について 

 平成 13 年に制定された「子どもの読書活動の推進に関する法律」に

基づき、国では、読書活動が子どもたちの成長に欠かすことのできな

いものと認識し、社会全体で支援し継続して取組みを推進している。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本市においても、現在、「第 3次飯塚市子ども読書活動推進計画」を

策定しているところである。この「第 3 次飯塚市子ども読書活動推進

計画」とは、令和 4年度から令和 8年度までの 5年間の本市における、

子ども読書活動推進のための 3 つの基本方針を掲げ取り組む計画書で

ある。今年度は、令和 8 年度に次期計画へと改訂予定の「飯塚市子ど

も読書活動推進計画」（改訂版）の参考資料とするため、ちょうど中間

の年にあたる今年度に、アンケート調査を実施するものである。 

 調査内容は、市内小中学校における小学 2 年生から中学 3 年生まで

の児童・生徒を対象に読書活動、図書館の利用状況などを伺うもので

あり、アンケートの内容は、小学校低学年と中学生では若干の違いが

あるが、主な質問は、「あなたは本を読むのが好きですか？」「最近 1

か月間で何冊の本を読みましたか？」「自分が読む本はどのようにして

選んでいますか？」「最近 1 か月間に何回、学校図書室に行きました

か？」「最近 1 か月間に飯塚市の図書館に何回行きましたか？」「市の

図書館にしてほしいことはありますか？」など十数項目である。また、

小中学校の学校図書室、児童クラブの施設を対象に、子どもの読書活

動に関する運営状況等についてのアンケート調査も実施している。集

約結果等については、次回の会議でお知らせしたいと考えている 

 

「読書好きを育む環境づくり応援事業」について 

 この事業は、福岡県教育委員会が、各市町村が行う「読書活動の気

運を高める特色ある取り組み」に対し支援・補助をし、もって「読書

が好きな子ども」が育まれる環境づくりを推進する事業である。 

 本市では、昨年に引き続き、「家読（うちどく）」の実施の取組を推

進している。 

 この「家族ふれあい読書」、家庭読書の略語である「家読（うちどく）」

は、家族みんなで読書をすることで、家族のコミュニケーションを深

めることを目的とした取り組みである。 

 子どもたちを中心に、家族で同じ本を読み、読んだ本の感想を話し

合う、世代を問わず家族全員で楽しめ、本の印象や物語の感想など、

家族で語り合う話題に多様性があり、「家族の絆（きずな）」を深める

取り組みを図るものである。 

 現在、各小中学校に「令和 6年度 読書好きを育む環境づくり応援事

業」の取組を実施していただくようお願いしており、小学校には全学

年での実施、中学校には 1 年生の学年で、取組を実施していただくよ

うお願いしている。 

 実施期間は、夏休みの時期から 11月末までとさせていただいており、

特に夏休み期間中や、読書週間等での推進をお願いしている。 

 各学校がどういう内容の取組を実施するかについては、各学校の裁

量に委ねて（ゆだねて）おり、各学校独自の取組みを行ってほしいと
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考えている。 

 昨年度もこの事業を行ったが、特に多かった取組は、「うちどくだよ

り」や「うちどくカード」「うちどくノート」などを子どもたちに配布

し、夏休み期間中に、たくさんの本を読んでもらおうとする取り組み

であった。保護者の皆様からは、「子どもが本を読んでいる様子に成長

を感じた。」、「本を通して家族のコミュニケーションがとれてよかっ

た」、「本に触れる機会が格段に増えた」等の意見が寄せられ、本事業

が家族のコミュニケーションを深めることや読書活動の推進に効果が

あることを認識しているところである。 

 本年度の「読書好きを育む環境づくり応援事業」各学校の取組報告

書の集約後には、本会議でお知らせしたいと考えている。 

 

【質問】 

読書アンケートは回収に来られましたでしょうか。持参された方が

取りに来ると言われていましたが、来られませんでした。本日持って

きたため提出します。 

 

【回答】 

話の行き違いがあったかもしれません。大変失礼いたしました。 

ご連絡をいただければ取りに伺うことは可能でございます。 

 

(4) 図書館資料選定委員の決定について 

【説明要旨】 

 飯塚の図書館、全 5 館分（飯塚・ちくほ・庄内・穂波・頴田）の図

書館資料等の購入及び蔵書選定に関することを図書館資料選定委員会

にて協議を行っている。図書館資料選定委員のうち 2 名が図書館運営

協議会から選出されているが、令和 6 年 6 月末で現委員の任期が満了

となるため、この場で 2名の選出をいただきたい。 

 

立候補者の確認 

 

【決定事項】 

 和多委員、高田委員が立候補。その他委員の承認を受け決定 

 

 (5) 子ども図書館の整備事業について 

子ども図書館の 1階、2階平面図とパースを配布し、現在の事業の進

捗状況、施設改修の方向性や各部屋の利用目的について説明 

【説明要旨】 

 子ども図書館整備事業については、現在の穂波図書館を全面改修し、

子ども図書館を整備するものである。令和 5 年度に設計を行い、今回



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図面等が完成したため説明をさせていただく。 

 配布資料については、Ａ3の用紙が 5枚、子ども図書館整備事業にお

ける、1階、2階の平面図とパースである。 

 子ども図書館整備事業については、現在はまだ予算化が確定した事

業ではなく、配布資料についても、確定した資料ではないため、会議

終了後、回収をさせていただく。 

 初めに、子ども図書館平面図について説明を行う。左側が 1 階、右

側が 2階となっている。 

1 階左上には「こどもトイレ」「鍵付きの個室の授乳室」「おむつ替え

シート」を整備する。向かいの右上には、図書館カウンターを設置し、

右側中央には「おはなし部屋」を整備する。パース 2 枚目が「おはな

し部屋」である。部屋の中に階段状のステージを設け、子どもたちが

思い思いの場所でリラックスしてお話し会に参加できる空間とする。 

 お話し会等のイベントで使用していない時には、読書スペースとし

て開放し、親子で読み聞かせや静かに読書ができる部屋とする。 

 1 階左側真ん中は「談話室」であり、パース写真の 3枚目である。テ

ーブルや椅子等を配置し、軽い飲食等も可能な保護者同士が交流でき

る場とする。外にはウッドデッキを作り、自由に出入りが可能となる

よう整備する。 

 1 階開架スペースについては、パース 1枚目のものになるが、書架は

木の温かみを感じられる木製のもので、ベビーカーのまま通れるよう、

ゆったりとした配置としている。 

 右側「寝そべりスペース」は靴を脱いであがり、くつろげる場所と

している。バースの奥、ピンクや水色に見える部分は、床をくりぬい

ていて、子どもたちが中に入れるようになっている。 

 続いて図面右側、パースの 4 枚目にあたる 2 階についてだが、図面

右上は開架書庫、右側中央は多目的室となる。多目的室は、ボランテ

ィアの方たちの活動の部屋としているが、使用されていない時は、読

書ルームや学習室として使用予定である。 

 2 階中央左側は開架スペースである。カウンターを設置し、司書も常

駐する予定としている。本棚は、背板や側面板を使わないことで奥ま

で見渡せるようにし、利用者の安全にも配慮するとともに、圧迫感の

ない、開放的な場所とする。 

 図面左下円形状のものは、天井まで届く本棚を設置し、真ん中部分

を通ると中に入ることができる。子ども図書館ワークショップで子ど

もたちの希望として出ていた「秘密基地」のような空間を作る。 

 図面右側の常設科学展や映像スペースは、子どもたちが科学の体験

ができる展示物の展示やイベント等の実施、映像体験についても子ど

もたちが見て触って動くものなどを検討している。 

 現在、九工大や福大など県内の大学と連携し、学生の知識と力を借
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りながら、利用者が喜んでくれるプログラムの作製に取り組んでいる。 

 また、科学の体験から「調べる」につなげるために、2階には科学に

関する書籍を配置するなど、子どもの読書活動につながる本の配架を

計画している。 

 以上が図面とパースの説明である。 

 今後、事業実施に向けた関連業務の推進、関係団体や庁内関連部署

との協議を進めていく。また、進捗があったら本委員会で報告させて

いただく。 

 

【質問】 

 整備のスケジュールについてお聞きしたい。いつから工事に取り掛 

かる予定ですか。 

 

【回答】 

 まだ予算が確定した事業ではないため、この場ではっきりといつか

らとは申し上げることができませんが、令和 8 年度の着工に向けて

進めております。今後詳細が決まりましたら、あらためて皆様にご

報告させていただきます。 

 

【質問】 

 寝そべりスペースのソファーは、床に穴があいたような設計になっ 

ているかと思いますが安全面は問題ないのでしょうか。小さな子ども 

が誤って落下した場合のことなど考えて設計されていますか。 

 

【回答】 

 ソファーは柔らかな素材の物の設置を検討しておりますので、安全 

面に問題はないかと考えております。 

 

【質問】 

 ソファー周りの床は板張りになっていますが、こちらの安全面はい 

かがでしょうか。 

 

【回答】 

 こちらの床に関しては、クッション性のある仕様にし、安全面を考 

慮した造りにしたいと考えています。 

 

（6）その他 

意見・質問なし 

 

閉会 16：30 



会議資料 

事前配布資料 

・会議次第 

・飯塚市図書館運営協議会委員名簿 

・令和 5年度、令和 6年度飯塚市立図書館利用状況・業務報告 

・令和 6年度 図書館事業計画 

・図書館法（抜粋） 

・飯塚市立図書館条例（抜粋） 

 

当日配布資料 

・第 3次読書活動推進計画 

・うち読しよう 

・うち読おすすめ本リスト 

・子ども図書館の図面・パース（会議後回収） 

公開・非公開の別 1 公開   2 一部公開   3 非公開   (傍聴者 ０人) 

その他 

(非公開理由等) 

 

 

   


